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業績予想の修正に関するお知らせ 
 
新華ホールディングス・リミテッド（以下、「当社」といいます。）は、2014年2月13日付2013年度通期（2013

年１月１日～2013年12月31日）業績発表の際に公表した2014年度第2四半期連結累計期間（2014年１月１日～

2014年6月30日）と同年度通期（2014年１月１日～2014年12月31日）の連結業績予想の修正について、以下の

通りお知らせいたします。 

 
1． 業績予想の修正 

 

(1) 2014年度第 2 四半期連結累計期間（2014 年 1月 1日～2014年 6月 30日）の連結業績予想（日本 GAAP）

の修正 

（単位：千米ドル（1 株当たり当期純利益は米ドル）、 

括弧内は百万円（1 株当たり当期純利益は円）、但し％を除く） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利 益 
１株当たり  
当 期 純 利 益 

前回発表予想 1, 2 (A)  
1,390 
(143) 

△2,446 
(△252) 

△2,480 
(△255) 

△2,480 
(△255) 

△1.64 
(△168.40) 

今回修正予想 1 (B) 
1,427 
(147) 

△2,184 
(△225) 

△2,738 
(△282) 

△2,216 
(△228) 

△1.25 
(△129.15) 

増減 (B - A) 
37 

(4) 
262 

(27) 
△258 

(△27) 
264 

(27) 
0.38 

(39.25) 

増減率 (%) 2.7 - - - - 

（参考） 

前期実績 1 

(2013 年度第２四半期

連結累計期間) 

2,684 
(276) 

△4,514 
(△465) 

△4,414 
(△454) 

△4,664 
(△480) 

 
△3.08 

(△316.75) 

 

1.  適用為替レート：１米ドル＝102.92 円（2014年 3月 31 日現在の東京外国為替市場における外国為替相

場（仲値）） 

2. 2014年 2月 13日付の業績予想において適用された前回発表予想の為替レートは１米ドル＝105.39円か

ら 102.92円に変更されております。 

3. 期中平均株式数は、1,515,434.56から 1,765,922.32 に変更されています。 

4. △は損失を示します。  
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(2) 2014年度通期（2014年１月１日～2014年 12月 31 日）の連結業績予想（日本 GAAP）の修正 

（単位：千米ドル（１株当たり当期純利益は米ドル）、 

括弧内は百万円（１株当たり当期純利益は円）、但し％を除く） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利 益 
１株当たり  
当 期 純 利 益 

前回発表予想 1, 2 (A)  
3,043 
(313) 

△4,684 
(△482) 

△4,850 
(△499) 

△4,850 
(△499) 

△3.20 
(△329.38) 

今回修正予想 1 (B) 
3,249 
(334) 

△6,232 
(△641) 

△7,219 
(△743) 

△6,697 
(△689) 

△3.79 
(△390.32) 

増減 (B - A) 
206 

(21) 
△1,548 
(△159) 

△2,369 
(△244) 

△1,847 
(△190) 

△0.59 
(△60.94) 

増減率 (%) 6.8 - - - - 

（参考） 

前期実績 1 

(2013 年度通期) 

5,114 
(526) 

△6,567 
(△676) 

△6,465 
(△665) 

△5,876 
(△605) 

 
△3.88 

(△399.09) 
 

 

1.  適用為替レート：１米ドル＝102.92 円（2014年 3月 31 日現在の東京外国為替市場における外国為替相

場（仲値）） 

2. 2014年 2月 13日付の業績予想において適用された前回発表予想の為替レートは１米ドル＝105.39円か

ら 102.92円に変更されております。 

3. 期中平均株式数は、1,515,434.56から 1,765,922.32 に変更されています。 

4. △は損失を示します。  

 
（注）：業績予想は、現在入手可能な情報に基づいており、様々な予測できない要素が存在することから、
実際の業績はこれらの予想と異なる場合があります。 
 
 

(3) 修正の理由 

 

当社は、2014 年度第 2四半期連結累計期間（2014年１月１日～2014年 6月 30日）の連結業績予想及び

同年度通期（2014年１月１日～2014年 12月 31日）の連結業績予想を、それぞれ以下のとおり修正い

たします。 

  

2014年度第 2四半期連結累計期間の業績予想 
 

当社は、前回の予測には含まれていないモバイル事業からの収益を含めたことを主な理由として、2014

年度第 2 四半期連結累計期間における売上高の予想を 1,390 千米ドル（143 百万円）から 1,427千米ドル

（147 百万円）に修正いたします。 

 

当社は、2014 年度第 2四半期連結累計期間までに予想された専門家費用の支払を 2014年度第 3四半期

連結累計期間以降に延期したことを主な理由として、2014年度第 2四半期連結累計期間における営業損

失の予想を 2,446千米ドル（252 百万円）から 2,184千米ドル（225百万円）に修正いたします。 

 

当社は、2014 年度第 2四半期連結累計期間までに予想された専門家費用の支払を 2014年度第 3四半期

連結累計期間以降に延期したことにより一部相殺されていますが、持分法による投資損失が予想を上回っ

たことを主な理由として、2014年度第 2四半期連結累計期間における経常損失の予想を 2,480千米ドル

（255 百万円）から 2,738千米ドル（282百万円）に修正いたします。 
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当社は、予想を上回る持分法による投資損失により一部相殺されますが、2014年度第 2四半期連結累

計期間までに予想された専門家費用の支払を 2014年度第 3四半期連結累計期間以降に延期したこと及び

予想外の新株予約権の消滅に伴う利益（当社 CEOのレン氏及び元取締役のウー氏の新株予約権の消滅に伴

う、約 0.5百万米ドル（54百万円）を見込んでおりますが、詳細な金額は精査中であるため判明次第、

別途開示します。）が発生することを主な理由として、2014年度第 2 四半期連結累計期間における当期

純損失の予想を 2,480 千米ドル（255百万円）から 2,216千米ドル（228 百万円）に修正いたします。 

 

 
 2014年度通期の業績予想 
 

当社は、前回の予測には含まれていないモバイル事業からの収益を含めたことを主な理由として、2014

年度通期における売上高の予想を 3,043千米ドル（313 百万円）から 3,249千米ドル（334百万円）に修

正いたします。 

 

当社は、専門家費用が予想を上回ること（本日別途開示している 1.1 百万米ドル（119百万円）の弁護

士費用見込額を含む）及びモバイル事業の損失を含めることを主な理由として、2014年度通期における

営業損失の予想を 4,684 千米ドル（482 百万円）から 6,232 千米ドル（641百万円）に修正いたします。 

 

当社は、モバイル事業の損失を含めること、予想を上回る専門家費用及び持分法による投資損失を主な

理由として、2014年度通期における経常損失の予想を 4,850 千米ドル（499 百万円）から 7,219千米ドル

（743 百万円）に修正いたします。 

 

当社は、予想外の新株予約権の消滅に伴う利益により一部相殺されますが、モバイル事業の損失を含め

ること、予想を上回る専門家費用及び持分法による投資損失を主な理由として、2014年度通期における

当期純損失の予想を 4,850千米ドル（499百万円）から 6,697 千米ドル（689百万円）に修正いたします。 

 
  
（参考）国際財務報告基準（IFRS）に基づく業績予想 
 
1. 2014 年度第 2四半期連結累計期間（2014 年１月１日～2014年 6月 30 日）の連結業績予想（IFRS）の修
正 

（単位：千米ドル、括弧内は百万円、但し％を除く） 

 売 上 高 当 期 純 利 益 E B I T D A 

前回発表予想 1,2 (A) 
1,390 
(143) 

△2,374 
(△244) 

△2,397 
(△247) 

今回修正予想 1 (B) 
1,427 
(147) 

△2,641 
(△272) 

△2,153 
(△222) 

増減 (B - A) 
37 

(4) 
△267 

(△27) 
244 

(25) 

増減率 (%) 2.7 - - 

（参考） 

前期実績 1 

(2013 年度第２四半期連結

累計期間) 

2,684 
(276) 

△4,614 
(△475) 

△4,403 
(△453) 

 

1.  適用為替レート：１米ドル＝102.92 円（2014年 3月 31 日現在の東京外国為替市場における外国為替相

場（仲値）） 

2. 2014年 2月 13日付の業績予想において適用された前回発表予想の為替レートは１米ドル＝105.39円か

ら 102.92円に変更されております。 
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3. 期中平均株式数は、1,515,434.56から 1,765,922.32 に変更されています。 

4. △は損失を示します。 
2. 2014 年度通期（2014年１月１日～2014年 12月 31 日）の連結業績予想（IFRS）の修正 

（単位：千米ドル、括弧内は百万円、但し％を除く） 

 売 上 高 当 期 純 利 益 E B I T D A 

前回発表予想 1,2 (A) 
3,043 
(313) 

 △4,698 
(△484) 

△4,614 
(△475) 

今回修正予想 1 (B) 
3,249 
(334) 

△7,075 
(△728) 

△6,169 
(△635) 

増減 (B - A) 
206 

(21) 
△2,377 
(△245) 

△1,555 
(△160) 

増減率 (%) 6.8 - - 

（参考） 

前期実績 1 

(2013 年度通期) 

3,173 
(327) 

△7,364 
(△758) 

△6,254 
(△644) 

 

1.  適用為替レート：１米ドル＝102.92 円（2014年 3月 31 日現在の東京外国為替市場における外国為替相

場（仲値）） 

2. 2014年 2月 13日付の業績予想において適用された前回発表予想の為替レートは１米ドル＝105.39円か

ら 102.92円に変更されております。 

3. 期中平均株式数は、1,515,434.56から 1,765,922.32 に変更されています。 

4. △は損失を示します。 
 
（注）：業績予想は、現在入手可能な情報に基づいており、様々な予測できない要素が存在することから、
実際の業績はこれらの予想と異なる場合があります。 
 

 

 本書における上記の業績予想に関する記載は、本書の日付現在において経営陣に入手可能な情報に基づい

ています。予想には様々なリスク及び不確実性が内在しており、実際の業績及び結果はこれらの予想と大き

く異なる場合があります。投資家の皆様は、投資判断を行うに当たって、本書に記載される業績予想のみに

依拠することのないようご留意下さい。業績予想につきましても随時見直しを行い、開示ルールに従って公

表していく予定です。 

 

 
 

以上 
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新華ホールディングス・リミテッドについて 

 

当社、新華ホールディングス・リミテッドは複合的な事業を展開するグループ企業であり、主に中国及

び日本を含むその他のアジアの地域において、金融サービス及びパブリックリレーションの事業分野に

おいて商品及びサービス並びにスマートフォン、テレコム・ソフトウェア・プラットフォーム、グロー

バル・メッセージング・ゲートウェイ及びモバイル広告プラットフォームの開発及びオペレーションを

提供しています。東京証券取引所のマザーズ市場に上場（証券コード：9399）しており、香港に事業本

部を構え、中国及び日本に拠点を配し、グローバルなネットワークを有しています。 

 

詳細は、ウェブサイト：http://www.xinhuaholdings.com/jp/home/index.htm をご参照下さい。 

本文書は一般公衆に向けられたプレスリリースであり、当社株式の勧誘を構成するものではなく、いか

なる投資家も本書に依拠して投資判断を行うことはできません。当社株式への投資を検討する投資家は、

有価証券報告書などの提出書類を熟読し、そこに含まれるリスク情報その他の情報を熟慮した上でかか

る判断を行う必要があります。本書は多くのリスク及び不確定要素を含むいくつかの将来に関する記述

を含んでいます。多くの事項が当社の実際の結果、業績または当社の属する産業に影響を与える結果、

将来に関する記述で明示または黙示に示される当社の業績と実際の将来の数値とは大きく異なること

があります。 
 

 

 

 

 


